
機能説明 単価差分情報 

 

こんな時に・・・ 

 

 Ａ． 設計書作成後、メーカー提供の単価に修正があった 

 Ｂ． 設計書作成時と単価が変わっていないか確認したい 

 

 Ａ．メーカー提供の単価に修正があった場合 

 メーカーでは常に最新の単価資料を入手し、単価データに修正を行っています。 

 よって設計書作成時に使用した単価に修正が行われる場合があり、設計書を開く度に、

 自動で確認を行い、修正がかかっている単価があれば、下記確認画面が表示されます。 

 

      「はい」をクリックすると・・・ 

       新旧単価を表示し修正する 

       画面へ移行します 

 

      「いいえ」をクリックすると・・・ 

       入力時に適用した単価のまま 

       修正を行いません 

 

       → 「いいえ」をクリックしても、 

         下記の単価差分情報を使えば 

         再度同じ処理が行えます 

 

 

 Ｂ．設計書作成時と単価が変わっていないか確認したい 

 単価に修正があった場合に表示される確認画面は一度だけになりますが、 

 この「単価差分情報」機能を使う事で同じ確認が簡単に行えます。 

  

 また、設計書作成時にまだ完成していなかった○月単価使用の設計書を、△月単価で

 積算した 場合にもこの機能を使用します。 

 

             ＠マーク(単価差分情報)を 

          クリックする事でいつでも 

          利用可能です 

 



実際の操作方法 

 

 ① データ取得 

 自動表示メッセージで「はい」、もしくは入力中に＠マークをクリックする事で、 

 設計書内で使用された単価で変更のあるものが無いか、データの取得が行われます。 

 

      取得中は左の画面が表示されますので、

      そのまましばらくお待ちください 

 

 ② 単価差分情報 

 単価情報の取得・集計が終わりますと、下記のような画面が表示されます。 

 表示されているのが、単価に修正があったものの一覧になります。 

 （金額に変化の無かったものは画面に表示されません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「積算単価」が現在採用中の単価になります。 

 「適用単価」が今回修正候補となっている単価になります。 

 変更したい単価の選択□チェックボックスにチェックを入れて、確定をクリックする

 ことで、 「積算単価」の金額を「適用単価」の金額に置き換える事が出来ます。 

 

 ③ 適用金額を求める 

 「適用金額を求める」ボタンをクリックすると適用単価にした際の金額を表示します。 

 また右枠に、該当項目の存在箇所と適用時の金額が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 



 ④ レコードを集約する 

 デフォルトでは単価の拾い出しを歩掛単位で行っています。 

 その為よく使用されている同じ名称・規格の単価が何行も表示される事になります。 

 （例：普通作業員が何十行も表示されます） 

 ③での適用金額表示機能との関係ですが、同じ項目が多いとチェックし辛くなります。 

 そのような時、「レコードの集約」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同じ単価コード/名称/数量/単位/積算単価のものを、一行にまとめる事が出来ます 

 上記例では、２行あったものが、「レコードの集約」で下記のように１行になります 

 このように集約する事で、同じ項目の変更を一気に行うことができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この「レコードの集約」機能は、一度押すと「集約」、もう一度押すと「解除」と、 

 操作内容に合わせて行き来可能ですのでご活用下さい。 

 

 注意： レコードの集約中は右枠内の適用箇所の表示は行われません 

  （関係する単価が多項目に及ぶため、集計・表示の処理を行いません） 

 

 

 

 

 

 



 ⑤ 適用単価の変更 

 積算で使用した単価と違う単価世代と比較・置換を行いたい場合に「適用単価」を変

 更して処理を行います。 

 適用単価を「選択無し」から変更したい単価に変え、「適用単価の変更」をクリック、 

 これで現在の単価と、適用単価との差分チェックが行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「選択無し」とは・・・ 

  設計書で入力された単価の更新の有無を確認します。 

  ４月で入力していた場合、工事情報で５月に変更して単価差分情報を実行し

  ても、４月と４月で比較を行います。(代価内で既に４月で確定されている) 

  ５月と比較したい場合は、必ず適用単価を変更して実行して下さい。 

 

 活用例： 

   ５月単価適用の設計書の入力を始めた際にはまだ５月単価が完成していなかった。 

   よって、一旦４月単価で設計書の入力を行った。 

   後日、５月単価が完成したので、５月単価へ単価を置換えたい。 

 

   上記のような場合、通常は設計書複写（地区単価複写）を利用します。 

   但し、地区単価複写は全てメーカーのデフォルト単価に変更してしまいますので、 

   積算中に実際の単価に置き換えたものも全てメーカー単価に戻ってしまいます。 

   この単価差分情報を利用する事で、置換えるものとそのままで残すものを、取捨

   選択しながら進める事ができますので、ご活用下さい。 

 

 

⑧ 終了 

 単価の置換処理が完了しましたら、「終了」をクリックして画面を閉じます。 

 


